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Abstract

･Therearevariouskindsofpracticesappliedtotbeelectrictelemet占ring･nOW･
Itisdi軍culttodeterminethesuperiorityamongthosemethods;butingeneral,

itisbelieved that=ImpulseTelemetering"ismuchhlOr声COnVenientpthanany

other,becausethis"ImpulseLTelemetering"used withdectric amplifieris not

､1imitedbytransmittingdistance,andisapplicabletothe carrier communicatio鱒

easily.ThelmpulseTelemetering,however,has one･∴fault‥thati$theindica･

tionofthereceivinginstrumentpulsatesat.alowscale･

､RecentlyHitachi,Ltd.,hascompleted､the typeTFPImpulse,Telemeter,Which

isdesigned■andmanufacturedwithdueconsiderationfotthecharacteristicsand

constructioh,paiingmuch attehtion es匹Cial1yin:minimlZl彗gthepulsationof

theinstrument･

Theohtstandingfertures.dfthisequipmentmaybe briefIyLStatedas fo1lows:

(1)Fqdipmentissosimplethathandyoperationisassu;ed.

(2)ElectriccontactisnotinvoIvedinthecircuits.

(3)Theinstrumentisstrongin■contruCtion;-thePulsationofindicatiohis

negligible,andtheresponseisinstantaneous.

(4)The transmitter and.receiver canindependently becalibrated,and･yet

thecalibrationissimpleandaGCurate.

(5)Commonand reliat〉1eelectrontubesareused.

〔Ⅰ〕緒 盲

電気的諸星例･えば電力､電匪､電流とか水位､案内弁

*月立製作所多賀工場

の閑度等の遠隔測定を行い集約監硯と合理的管理を行う

事ほ常に要求せられる虞であるが近時の諸般の事情によ∫

ってその要求ほ次執こ増加している｡

遠隔測定方式としてとょ種々な方式が箕用化されている■も
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が何れの方式も構造性能については一長一短が

あ_り又測定量の性質にようてもその長短は臭っ

て来るのであるが､一般的に冨づて測定量を通

常な手段によって測定量と一定の関係を持つ鹿

枚数の衝流に換えこれを遠隔の地 へ俸達して

測定する衝流式遠隔測定方式は噂巾器を用いて

もその椿迭量には欒化がないので俸途量の制限

を受けず､叉近時署達した槻透通信によって既

設の通信線路を利用したり､高低な通信線路を

多重に使用するとか､叉ほ 力映そのものを通

信線路として利用できるのでこの方式が最も優

れたものと考えられている｡

日立包作所に於ては木方式ほ十数年前より研究

を行い製品も椚入して釆たのであるカ

製作は中断して居た｡今回東北配

1)｢2)

､戦時中は

囁釜欒 所柄

遠方監視制御装置の■⊥要素として木方式による遠

隔測定装置を製作したので此彊に紹介する次第で

ある｡

〔圧〕衝流式遠隔測定装置の方式

衝洗式遠隔測定装置ほ逸量側に於て測定量を通

常な手段によって測定量と一定の関係にある周汲

敦を持つ衝流の形と-㌧て線路え俸逸し受量側に於

て到達した衝流の周段数を通常な周波数計によつ

て測定してその目的が達せられる｡
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Fig･2 Wiring Diagram forImpulse telemeter.

(Carrier telemeteringforte】ephonline)
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Fig.3Wiring Diagram forImpulse te】emeter

(Calrier:telemetqring fムrpowerLine)

･停途方式としては衝流をそのまゝ侍逸する場合もあ
椙

欝1圃 衝流耳遠隔測吏琴置辟作.固
(専用回線を有する藤倉)■

Fig.1Wiring Diagram forImpulse telemeter.

(Privateline)
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り､他の適営な相迭故によらて欒調して逸り出す場合

もある｡一回線の測定とか遠方監硯制御装直に於ける

如く専用線路を使用する場合にほ第卜圃の■如く単一

の槻逸汲を用いて差支えない｡既設の電話線等の通

信線路を利用する場合と～か､←通信線賂を用いて多重

の測定を行う時又は

力線搬迭通

力睨を通信線として利用する電

の場合等は､適菖な装置を用い線路條件

に適した周波数を持つ拙速汲群を選定して測定が行な

ほれる｡(幕2恥二弟3圃)叉線路よりの雷撃等より装

置を保護する矧こ保安器臭が用し､られるがこれ等ほ一

般の通信線路に於ける場合と同様である｡倍通信線賂
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が新に設けられる場合には保守､保安の上から錯被ケー

ブルを用うる事が望ましい0

衝流ゐ草生方式としてほ各瞳の方法が貿用化されて居

るが積算電力計と同様の構造の測定機構の固持軸上に設

けられた断続接瓢によるものと､固持囲板によって光来
(3)

を断績して光電流衝洗を利用するものとかがある｡

受量側周波載計としてほ一般に蓄電器充放電型周放歌

計ホ用いちれるが､これには憧電器によるものと電子管

によ.るものとがある｡

機械的な紡績轟､紐電器を有するものほ壊瓢に関する

偵しい問題とか特に遼量例測定堺構に疲械的摩擦蟄生の

危念があり､文構造上からも衝流の周礫数には制限があ

って飴り大きくとる辛ができない｡光電管､電子管を用

いたものほ光電管､電子管の寿命と装置の煩雑となる敏

御まあるが接粘の事故摩擦の後生の憂ほ全くなく衝流周

政教も可成り大とする事が鱒来る0

衝流式遠隔測定装置ほ種々長所を有するものである

が､最大の鉄粘ほ測定量の値によって象生する衝流周没

敷の小な卑時受量側指示計に衝洗周波数に應じた時針の~

動揺を生ずる事でこれを実用上差支えない程度に小さく
(4)

する飽こ製作に普ってほ苛心する虞である0一般にほ指

示計としてほ長周期ゐ計器を使用するが斯綾な計器ほ可

動部重量ほ大にして固持力小なる籍機械的良寛は小と

なり計器そのもの⊥特性上應答度ほ悪く夢速の麺化を

揺す測定ほ困難である｡これ等の鉄勒を除くにほ衝流一

周政教を大とする事が最も簡単適切な対策で奉る0こ

の粘からも光電管､電子管によるものが理想的な方式

である｡~

〔皿〕日立TFP型衝流式遠癌知定癒眉

目立TFP型衝流式遠隔測定装置は蘭鋳蟄里方式とし

てほ光電管を用い､受量周波数計としてほ≡極放電管に

よるものである｡･

今回東北配電頭釜欒電所嗣として製作したものは月立

遠方監視制御装直の一要素として三相交流電力､交流電

匪､交流電流の遠隔測定を行うもので､停逸回路ほ遠方

監硯制御装置の監親連絡線(仇9中鉢被ケーブル)が同装

置によって侍逸事用線路として切換え使用される〔侍

AC】00V DCヰ8V

送量側 領量側

AClOOV

夢4､囲 日立TFP型衝涜式遠隔測定装置構成固

Fig.4 Schematic diagram.Qf HitachiTypse

TFPImpulseTeIemeter.

遠距離ほ約4■kmで､菅又讃葦器による1000～の搬迭汲

･により俸速される｡

､装塵は第4圃の如く構成ざれ主要な電源ほ交流100V
より供給される0掘遼放電源たる音叉単板熟ま遠方監視

制御装置電源(直流48V)により操作される｡交流電源
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欝5園 日立TFP型衝涜式遠隔測定琴置瑛腰周_
Fig･5 Connection DiagramofHitachiType

TFPImpul写e Telemeter.

の襲動に勤しても安定な動作を･なすように定電魅盤置が

備えられている｡

迭量器及び受畳器め捷綬園ほ第5既に示す通りノであ

る｡光畢的衝流教生部分には小型電球(♭8V~･10CP.,)と

光電管(PT-25G)を用い､檜巾管にほ信頼度面貌通信
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三相電力洲定楓腐 官圧測定超欄

~l

転

電流洲定嬢欄

電管

籠32奄 負1親

る事が出来る｡

倍整流型電歴計を用いた簡単な}

ベル計が内蔵され切換スイツゲによ

り任意に衝流の出力が測定される｡

迭量器は幕7園に示す如く小型に

とり-まとめられている｡

3)受畳語埼巾回蕗

受量器に到達した衝流ほ整流器を

節6固 測 定 機■構 略 園

Fig･6 Schematicdiagramof measurlng

Device for Telemeter.

･管(CZ-501TD､･CZ-504-D)を用いた?蓄電器充放電型

周波計にほ三極放電管(TY｣66G)を使用してある｡

1)測定機構(第■6町)

迭量側率q定額構は積算電力計と同様の構造を持つ計器

を用いてある｡三相交流電力測定用とし七ほ積算電力計

をそのまゝ用い､電堅測定用のものは軍力計の電流線輪
`＼

の代りに電座棟輪を捲いた旬のである｡電嘩測定用のも

のは隈収録輪型の構造のものである｡これ等誘導型計器

の固持囲板にほ圃周上に虚確な間隔を以って穿孔された
も

多数のオヰLを設け､その上部lこ光源を置きこの小孔を通

過した噺績光束を囲板の下部に置かれた光電管に受けて

衝流が教生されるぐ衝流の周波数ほ測定量の皐大備にて

商用周没戟に選定される｡

倍測定機構は次項の逸量檜巾顎と共に逸畳語内に収め

られるD

2)邁量埼巾回路

光電管により署生せられた光電洗衝流は噂巾管Vlに

より増加されると共にその抑制格子に加えられた1000⊥

の繊蓮汲を欒調Lた衝流出力が得られる｡これを出力管

V3に加えて準常な衝流出力として線路に逸り出され

る｡

Nlなるネオン管は光 管による断績動作が行ほれる

際に衝流出力の断酵の明確なものを得る碍に挿入された

ものであると共に達量器の外部より見易いように取付け

られ動作表示野草兼ねて慮る｡ネオン管Nlの動作ほ抵

抗轟Rll･こよ■り細重され衝流の断績時間を通常な値とす

t ■

4

帝7圃 TFP塑衝涜式遠隔測定装置邁量
Fig･7 TranpmitterofTypeTFP

Impulse Telemeter.

経て埼巾管Ⅴ汀.並びにネオン管N竺よりなる■跳躍回路に

加えられ衝洗周枚数に比例した周波数を持つ雛形汲とな

り噂巾管V4に加えられる｡Ⅴ｡の陽転回路に接緯された

尖頑欒墜器の二次にほ衝痴周政教と等しい正負の尖頑恵

駄が得られる｡この尖頑電塵ほ入力､衝流周波数たほ無

閲係に一定の出力が得られる｡

.4)周汲敦計回路

尖頭撃墜器の二次出力によって放電管Ⅴ膏,V7ほ交互

に起動し蓄電器C7,C汚を充電する｡(同時に各々の放電

管に並列に接続された蓄電器の電荷を放電するJ)従って

充電々流は衝流の到達毎に2回旋れる事となる｡

侍V7と並列に接頗された整流管V5(KX-12F)ほ放電

管V6,一V7の格子偏侍電匪を共通に利用する馬に用いら
(6)

れたもので周茨教計回路は著~しく簡単なものとなった｡

5)指_元 計

周波蟄計回路に流れる充電々臨の平均値豆ほ

転阜捏(月-β)
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ヽ-

こ雄二

.ト衝流の周波数
cご蓄電器の容量

月ご蓄電器に加えられる電贋･

βニ放電停止時に蓄電器に残留する電歴

として表はされβ,且cは一定と考えられるから電流盲

ほ衝流周波数に比例した値となる｡指示計にはSN22型

内部磁石可動線輪塑ミリアンペヤ計が用いられる｡本装

置ほ衝流周波数ほ商用周俊敏に選定されているのでSN男

型指示計ほ一般の配電盤用計器と同一の定数のものが用

いられ､機械的艮慶大きく堅牢な構造のもので且指針の

動揺ほ僅少である｡

目盛ほ測定量に感じた色感を施すと共に周政教目盛を

施してあるゐで受量寄切換スイッチにより商用周放歌入

力を加えてこれを模擬衝流とし､受量側畢拘にて装置の

検定を簡単確葺に行う事が出来る｡庸調整抵抗R2によ

り計器の補正を行う事が出束るのセ指示は常に正確に保

たれる｡

第8軌こ指元計を示す｡(本券は遠方監視制御装置によ

夢,牢固 TFP型衝流式遠隔測定装置SN22型

電力指示計

Fig.8 Type SN望竺Wattlndicator for Type

TFP∴ImpulseTelemeter.

って多重測定を行ふ矧こ二次側に於ける目盛が施してあ

孝二)

筒指示計には充電々流ほ脈流であるのでこれを平滑な

電流とするま割こR-C回路を用いてある｡

`〔Ⅳ〕性･･能

TFP型衝洗式遠隔測定装置の性能の概略ほ次の通り

である｡

精度は標準の状態に放て2%以下であって操作電源電

艇の00-120Vの欒動に勤しても安富匪装置を併用して

あるので誤差の欒化は2%程度である｡

底目盛に於ける指針の動揺ほ10%.目盛に1%以下で

この程度の動括は讃みとり一には不便を感じない｡20%

目盛以上でほ動揺ほ殆ど諌められない｡

指針の動作ほ逓指的で100%目盛の欒化を興えた場合

でも指京時間ほ約_1秒である｡これほ一般の交流計器よ

り小さい値である｡,

充放電型周波数計回路に放電管が用いられているので

動作不安定となる危念が持たれもが､尖頭攣魔界の出力
は充分大きく格子偏俺電墜も高くと?てあるので誤動作

する事は全くない｡_放電管ほガス入のものであるカ､ら温

度の影響も忽められない｡､綺管球類の互換性につ＼､て

は多少の欒動も認めちれるがこれは僅少であり各部引こ

勤して調整喝抗が備えられているので容易に調整する事

が出来る｡特に指元の欒化に対しては商用周段数入力に

よって容易に補正が行なはれ､常に正確に測定が行ほれ

る｡

速量器の出力ほ100mW程動こ制限して使用する｡受

量器の感度は誤動作を防ぐ矧こ比較的鈍感に調整されて

いるが本装置により数十Kmの遠隔測定を行ふ事ができ

る｡

〔Ⅴ〕結 言

以上衝流式遠隔測定装置の大要について詮明したが､

日立TFP型衝流式遠隔測定装琴ほ光電管､電子管を用

いたもので､衝流式.としての各瞳の特徴を持?外性能上

改良された粘が多い0こゝに号の特徴のを述べれば

1)装置が極めて簡単で一般の計器と殆ど攣らず収蔵

いが容易である｡

2)回路に揉粘が全く含まれないから保守が簡単であ

ノる｡
も

3)指示計は一般の配電盤計器と同一定数を有する堅

.牢なもので､指針の動絡は僅少であると共に速指的であ
る｡ (放下24買えっゞく)
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ないが充電々流では気流看の場合5回位再粘孤する｡

(7) 遮断速度ほ2･6-3･5〝りβでこの範囲では

度の影響は願着でない｡

(8)2咽に亘る開閉試鹸の後記孤部分の軍訊こ与る

損傷は極めて蛭緻で接触部以外の所に小豆大の灘粘が生

じたのみである｡

本宗験の結果により二般電力需給関係者に噺路器ゐ

噺能力に関する概念が閲明され､小電流開閉に 器を

省略して気流吹付式断路器で行員機運が促進されるもの

と確信する｡

終りに本試験に勤し御毒力を賜った 器標準調査表

員禽各位､日登電力技術研究所､電気試験所､東大鶉二

工聾部､昭和電工並びに日豪給電錮係者の各位に厚く感

る次第である｡
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4)逸量側､受量側各々畢掬で装置の換定を行う辛が

出来る｡

5)使用管球類ほ特殊なものを使用如且信鵜嘩の高

いものか使用されている｡

～

終に臨み本装置ほそ_の歴史比較的新しく今後改良すべ

き感も多いがその用途の贋く開要せられて各方面に於け

る管理わ合理化に貢献せん専を断うものである｡.

絹本文は専用連絡線を看する-ものを主と⊥て説明した

ぷ搬遼式多重導馴憧装置は目下製作中である事を附記

する｡
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